
69

　
二
〇
一
五
年
度
、
私
た
ち
は
人
間
文

化
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
名
古

屋
の
観
光
の
潜
在
的
能
力
と
活
性
化
に

つ
い
て
の
研
究
」
を
実
施
し
て
、
名
古

屋
の
観
光
の
問
題
に
つ
い
て
引
き
続

き
考
究
し
た
。
研
究
代
表
者
は
吉
田

一
彦
、
研
究
分
担
者
は
成
田
徹
男
教

授
、
土
屋
有
里
子
准
教
授
で
あ
る
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
は
、
人
文
社
会

学
部
の
オ
ム
ニ
バ
ス
講
義
「
名
古
屋
と

観
光
」
と
連
動
さ
せ
て
進
め
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
度
の
「
名
古
屋
と
観
光
」

の
講
義
は
、
二
〇
一
四
年
度
の
講
義
内

容
を
一
部
変
更
し
て
次
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
実
施
し
た
。

プ
ロ
ロ
ー
グ
・
名
古
屋
の
歴
史
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
一
彦

名
古
屋
の
歴
史
二　
　
　
　
吉
田
一
彦

名
古
屋
の
歴
史
的
町
並
と
ま
ち
づ
く
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口
正
人

名
古
屋
の
こ
と
ば
一　
　
　
成
田
徹
男

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
徹
男

名
古
屋
と
文
学
一　
　
　
土
屋
有
里
子

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
土
屋
有
里
子

名
古
屋
の
芸
能
一　
　
　
　
阪
井
芳
貴

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
阪
井
芳
貴

名
古
屋
の
観
光
：
国
際
的
観
光
の
中
の

名
古
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
哲

名
古
屋
の
観
光
と
博
物
館　
　
神
谷
浩

名
古
屋
と
文
化
財
一　
　
朝
日
美
砂
子

同
二　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
美
砂
子

名
古
屋
に
お
け
る
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
課
題　
　
　
林
浩
一
郎

総
合
討
論　
　
　
　
　
　
講
義
担
当
者

　
本
年
度
は
新
た
に
着
任
し
た
市
川
哲

准
教
授
に
国
際
観
光
学
の
視
座
か
ら
の
、

ま
た
名
古
屋
市
博
物
館
神
谷
浩
副
館
長

に
浮
世
絵
研
究
の
視
座
か
ら
の
講
義
を

担
当
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
講
義
は

本
年
度
も
授
業
公
開
の
科
目
と
し
て
市

民
の
方
々
に
聴
講
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
名
古
屋
港
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
し
て
い
る
方
、
名
古
屋
百
人

一
首
作
成
の
活
動
を
し
て
い
る
方
な
ど
、

多
彩
な
市
民
の
方
々
と
有
益
な
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
は
、
成
田
教

授
が
大
学
院
生
、
学
部
学
生
と
と
も
に

名
古
屋
の
〈
言
語
景
観
〉
に
つ
い
て
調

査
、
分
析
し
、「
案
内
表
示
の
多
言
語

化
の
実
態
と
問
題
点
に
つ
い
て
の
研

究
」
を
進
め
た
。
具
体
的
に
は
、
名
古

屋
城
・
熱
田
神
宮
・
金
山
駅
に
つ
い
て

案
内
表
示
の
実
態
調
査
を
行
な
い
、
語

用
論
的
観
点
や
言
語
景
観
論
の
視
点
か

ら
問
題
点
を
分
析
、
検
討
し
た
。
多
言

語
化
は
、
か
な
り
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

表
示
対
象
や
表
示
方
法
に
つ
い
て
不
統

一
な
点
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
な
お
、
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学

生
の
研
究
経
費
に
つ
い
て
は
、「
学
術

研
究
遂
行
協
力
制
度
（
Ｒ
Ａ
）」
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
土
屋
准
教
授
は
、
人
文
社
会
学
部
土

屋
ゼ
ミ
で
「
名
古
屋
市
御
朱
印
マ
ッ

プ
」
作
成
に
取
り
組
み
、
二
〇
一
五
年

度
は
名
古
屋
市
全
一
六
区
の
寺
社
に
つ

い
て
、
基
礎
調
査
に
着
手
し
て
御
朱
印

の
有
無
や
各
寺
社
の
歴
史
、
特
徴
な
ど

に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
ま
た
、
大
須
周

辺
の
複
数
の
寺
社
に
つ
い
て
実
地
調
査

を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
現
地
の
周
辺
情

報
を
収
集
し
た
。
こ
う
し
た
基
礎
作
業

の
成
果
に
立
っ
て
、
名
古
屋
市
を
訪
れ

た
観
光
客
が
、
手
に
と
っ
て
御
朱
印
巡

り
が
で
き
る
よ
う
な
、
移
動
に
も
楽
し

さ
を
感
じ
る
よ
う
な
「
名
古
屋
市
御
朱

印
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
る
。

　
吉
田
一
彦
は
、
山
田
明
名
誉
教
授
の

勉
強
会
を
引
き
継
い
で
、
名
古
屋
市
役

所
の
方
な
ど
と
も
に
「
名
市
大
で
名
古

屋
の
観
光
を
考
え
る
勉
強
会
」
を
七
月

一
二
日
、
一
一
月
一
日
、
一
月
九
日
に

実
施
し
た
。
幹
事
の
名
古
屋
市
市
民
経

済
局
文
化
推
進
室
の
藤
井
章
氏
（
名
古

屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
卒
業
生
）

に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
い
つ
も
新
た
な
ア
イ

デ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
る
同
室
の
吉
田

祐
治
氏
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
堀
端
将
司
氏
（
名

古
屋
市
立
大
学
人
文
社
会
学
部
卒
業

生
）
に
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
今
年

は
土
屋
有
里
子
、
三
浦
哲
司
、
市
川
哲

の
三
先
生
が
参
加
し
、
ま
た
名
古
屋
芸

術
大
学
の
梶
田
美
香
先
生
（
人
間
文
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

　「
名
古
屋
の
観
光
の
潜
在
的
能
力
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
性
化
に
つ
い
て
の
研
究
」
報
告

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
　
吉
田
　
一
彦

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
研
究
会
報
告
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研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
生
）
や
人

間
文
化
研
究
科
大
学
院
生
の
吉
原
裕
子

さ
ん
な
ど
が
参
加
し
て
に
ぎ
や
か
な
勉

強
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
一
一
月
の
勉
強
会
で
は
、
実
地
見
聞

と
い
う
こ
と
で
、「
や
っ
と
か
め
文
化

祭
二
〇
一
五
」
に
参
加
し
た
。
こ
の
日

は
大
須
商
店
街
ふ
れ
あ
い
広
場
で
、
常

磐
津
千
寿
太
夫
、
常
磐
津
祐
二
郎
、
岸

澤
満
佐
志
に
よ
る
常
磐
津
の
「
ま
ち
な

か
披
露
」
を
見
学
し
た
。
私
は
こ
れ
ま

で
常
磐
津
に
は
歌
舞
伎
の
舞
台
な
ど
で

接
し
て
き
た
が
、
野
外
の
ま
ち
な
か
披

露
と
い
う
の
は
初
め
て
の
体
験
で
、
大

須
の
町
の
賑
わ
い
の
中
で
拝
聴
す
る
常

磐
津
は
、
ま
た
別
の
趣
が
あ
っ
て
面
白

か
っ
た
。

　
私
た
ち
は
、
続
い
て
、
西
別
院
へ
と

移
動
し
て
「
ま
ち
な
か
寺
子
屋
（
入

門
「
な
ご
や
」
学
）」
に
参
加
し
、
高

北
幸
矢
先
生
（
清
須
市
は
る
ひ
美
術
館

館
長
）
の
「
殿
様
が
愛
し
た
ボ
タ
ニ
カ

ル
ア
ー
ト
」
を
拝
聴
し
た
。「
や
っ
と

か
め
文
化
祭
」
は
、
面
白
い
企
画
が
い

ろ
い
ろ
と
準
備
さ
れ
て
い
て
、
名
古
屋

の
文
化
や
風
土
を
楽
し
み
な
が
ら
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
私
は
、

冒
険
的
な
企
画
で
あ
る
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
キ
ャ

ン
ド
ル
能
」の
狂
言「
入
間
川
」、能「
俊

寛
」
を
観
劇
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
用
い

た
斬
新
な
試
み
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
教
養
教
育
授
業

「
地
域
連
携
参
加
型
学
習
」
の
吉
田
班

の
テ
ー
マ
を
「
有
松
の
文
化
と
ま
ち
づ

く
り
」
に
し
た
の
で
、
一
年
生
の
学
生

と
と
も
に
し
ば
し
ば
有
松
の
町
を
訪
れ

た
。
有
松
の
町
並
み
は
、
二
〇
一
六
年

度
に
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
」
に
選
定
さ
れ
る
方
向
で
進
ん
で
い

る
。
私
は
、
一
年
生
学
生
の
感
性
か
ら

発
さ
れ
る
意
見
に
触
れ
な
が
ら
、
有
松

の
町
の
絞
り
染
め
、
東
海
道
の
町
並
み
、

山
車
、
祭
な
ど
に
つ
い
て
考
え
、
歴
史

文
化
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
究
を

深
め
た
。
名
古
屋
の
観
光
に
と
っ
て
、

今
後
、
有
松
の
観
光
の
活
性
化
は
大
き

な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

やっとかめ文化祭・常磐津のまちなか披露

有松の町並み


